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	平成27年度兵庫県地域・職域連携推進協議会議事録
	１　日　時　　平成27年11月2日（月）14:00～16:00
	２　場　所　　兵庫県民会館7階鶴の間
	３　委員紹介等
	［出席委員］（五十音順）
	岸上委員代理（秋山委員）、伊藤委員代理（足立委員）、荒木委員、有本委員、小川委員、
	笠井［秀］委員、熊谷委員代理（笠井［利］委員）、木村委員、榊委員、高田委員、
	西田委員長、川原委員代理（深尾委員）、丸山委員、森山委員、渡部委員（以上15名）
	［欠席委員］
	青木委員、中西委員、西岡委員、安田委員（以上４名）
	４　議　事
	【報告事項１】
	（１）兵庫県のおける健康課題、健康格差について
	［資料１に基づき、西口健康増進課長より報告］
	（委員長）
	健康寿命について、特に、女性の方が全国的にみても低いということだが、何かエビデンスやそういうものに対する検証結果があれば教えていただきたい。また、ＳＭＲでみても兵庫県はいい方ではないという結果をみて残念に思う。特に地域における格差については、有意差検定をした上での結果であると思うが、この差について地域の違いなどのご意見やインプレッションがあれば教えていただきたい。
	(事務局)
	健康寿命の結果については何が影響しているのかもう少し検証が必要であるが、生活習慣病に起因するものと筋骨格系によるものがあると思われる。要介護認定を受けられる方は男性より女性の方が多いと思うのでそのあたりも影響しているのか。高齢化が進んでいる地域、女性の要介護率が高い地域なのかなどの要因を全国と比較してみる必要があると考えている。このあたりについて、委員の方からもご意見をいただきたい。赤で示している地図については、国立保健医療科学院の横山先生からの情報提供であり、全国との比較をされたもの。今後、疾患だけではなく生活習慣などもみていく必要がある。
	（委員長）
	それにしても女性の健康寿命が全国33位とは問題だと思う。
	（委員）
	（２）全国健康保険協会兵庫支部による地域分析について
	［資料２に基づき、協会けんぽ兵庫支部熊谷委員代理より報告］
	（委員）
	［資料４に基づき、西口健康増進課長より説明］
	市町規模によってできることが異なるという格差はあるが、小さな町でできることを報告させていただきたい。高齢者への事業展開はやりやすいが、働き盛りへの取組みは難しい。働き盛り世代の取組として、商工会の事業所と一緒になって、夜の健康づくりであったり、3年前から健康づくりのマイレージ事業（健診を受診したらポイントを住民に還元する）を展開している。こころの問題に対する取組として、40代、60代の自殺者が増えたため、ゲートキーパー養成講座を開講し、各事業所から参加していただいた。高齢者の事業については、安心見守りネットワークとして、宅配業者などの企業と連携した取組みを行っている。
	（委員代理）
	市長会においては、県下29市の中で共通の課題等を国県等にあげている組織であり、個別の事業について掘り下げることはあまりないが、こうした事業のベースとなる財源について、特にがん検診については事業の恒久化、経費の全額国庫負担を以前から要望している。
	（委員）
	大学生は検診事業から外れているため、二十歳の方を中心に検診と口腔の保健指導を進めている。11月のいい歯の日にもこれらの取組みを強化している。まちの検診事業に主体的に出向いて検診・口腔保健指導を実施している。
	（委員）
	10月にくすりと健康週間とし、各支部の薬剤師会のレベルで地域によっては医師会等と連携しながら、健康フェアを開催し、健康相談等を実施している。全国的には、26年度、27年度は国の補助金で「健康情報推進拠点薬局事業」を展開しており、27年度に検討結果が示された。その中で薬局の名称は「健康サポート薬局」と示されている。27年度は、県行政との連携の中で、特に健康相談等特別な取組みをしている薬局については、薬局機能情報公開制度等で情報を開示していきたい。健康情報推進拠点薬局事業が動きだし、受診勧奨等についてそれなりの結果が出ましたらこのような場で報告させていただきたい。
	（委員）
	県下９支部で、まちの保健室を実施している。地域格差を把握するための事業や取組みは特に実施していないが、昨年度丹波で豪雨災害があったときは、被災地でまちの保健室を開催するなど地域の実情に応じた取組を実施している。ある健康福祉事務所の取組については、県計画を立てるときに、各圏域単位でも健康づくり実施計画を立てており、４分野の目標をたてている。その計画策定時に、各種健診データや関係団体のデータも用いて、現状分析を行い、圏域の課題を抽出し、取組方針を示している。その中で、その圏域は、乳幼児期、特に小学生の肥満が県と比較して高い、また、乳幼児、中学１年生の歯科のう歯が他圏域や全国と比較して高かった。昨年度、５歳児と小学生の食生活アンケートを実施し、その結果管内の中でも市町間格差があり、１市が飛び抜けて高かった。今年度は、その結果に対する取組を町と一緒に検討している。今後、保育所や教育委員会とも連携を強化し、取組を進めていこうと思っている。
	（委員）
	当会は、栄養ケアステーションを開いている。最近、健康づくりチャレンジ企業より栄養相談の件数が増えている。特定保健指導や健診の事後指導の依頼も来ている。地域差はあるが、地域の中で学校単位、職場単位、大学単位で食支援をさせていただいている。子どもについては調理の仕方なども指導しており、年齢を問わず活動している。健診の結果をみせていただくが、必ずきてくれる人は３分の１程。経過観察の人もいるが会として声はかけにくい。県職員の健診の中では、公立学校共済組合は依頼をいただいている状況。７地域に栄養士がいるのでぜひ声かけをお願いしたい。
	（委員代理）
	連合会には28商工会があり、ほぼ郡部に位置し、小規模事業者が会員となっている。健診については、健康財団と連携し、バスをチャーターし、小規模事業者の従業員の方の受診を促している。
	（委員）
	職域に基づいた保険業であるので、地域の話はしにくい立場である。
	全国の健保組合との兵庫県の健保組合の医療費の比較について、26年度の被保険者一人あたりの医療費は全国23万９千円、兵庫県は24万９千円であった。被保険者一人あたりのデータであるので、協会けんぽのデータより高くなっているが、家族まで含めると半分くらいになるか。過去のデータも繰ってみたが毎年、兵庫県は全国よりも１、２万円高い状況。組合員の所在地と居住地がアンマッチであるため、地域について述べるのは難しい。
	（委員）
	県の職員が対象ですので、地域格差はでにくい。世代に注目した取組みを始めた。有所見と判定されたものについて、主に30歳代で３人に１人が有所見と判定が出ている。
	30歳代後半から40歳代にかけて肥満が進むというデータも出ている。健康問題の生じる前の若い世代30代～40代の職員を対象とし、過去５年間の定期健康診断の傾向をみながら、食事バランス、運動習慣をみて保健指導を実施するという取組を今年度から始めた。
	（委員代理）
	地域毎というか会社毎の取組として、職員２人ペアで現在200程の事業所訪問を実施している。地域職域という視点では、2次医療圏の会議で、積極的に参画し、その中で色々なデータを提供している。
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	労働安全衛生大会を毎年開催しており、毎年地域を変えてやっている。昨年淡路、今年度は赤穂。地域を変えてやっていくことで、その地域の人々にそういった知識を持ってもらおうと思っている。職域での家族への対応について、被扶養者については主婦の特定健診を何度もお願いしたり、乳がん、子宮がんの健診に補助を出している。
	（委員代理）
	労働局で県下11カ所で労働基準監督署があり、一般の健康管理については安全衛生管理体制を設けてもらったり、直接の健康診断を受けていなかったら労働衛生法違反で是正勧告をしたり指導したりしている。平成26年度の健康診断の有所見率は全国で53.2％、兵庫県は52.9％と上昇傾向にある。ストレスチェック制度については、12月1日から施行されるため、労働基準監督署、総合支援センターと連携し、説明会を開いている。
	批判も多い制度だが、この制度を進めていきたいと思っている。
	（委員）
	地域差は感じていたが、地域格差という観点はなかった。昨年度より従来医師会で取組んでいた地域産業保健センター事業を引き継いでいる。50人未満の事業所の産業医の肩代わりしている。当センターの地域差としては、産業保健の先生方は東側に偏っていて西側への手厚い支援は難しい。監督署毎にメンタルヘルス対策促進員も配置しているが、西脇地区はゼロというように、西側、北側は手厚く支援ができていない。そういった支援の格差が少しあるということをご報告したい。
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